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④
道
徳
性
・
規
範
意
識
の
芽
生
え 

 
友達と様々な体験を重ねる中で，してよ

いことや悪いことが分かり，自分の行動を
振り返ったり，友達の気持ちに共感したり
し，相手の立場に立って行動するようにな
る。また，きまりを守る必要性が分かり，
自分の気持ちを調整し，友達と折り合いを
付けながら，きまりをつくったり，守った
りするようになる。 

  

 
・相手の気持ちを分かろ
うとしたり，遊びや生活
をよりよくしていこうと
したりする姿を丁寧に捉
え，認め，励まし，その状
況などを学級の幼児にも
伝える。 
 
・幼児が自分の言動を振
り返り納得して折り合い
を付けられるように，問
い掛けたり共に考えたり
し，幼児が自分たちで思
いを伝え合おうとする姿
を十分に認め，支える。 

 
・相手の気持ち
を考えたり，自
分の振る舞いを
振り返ったりし
ながら，気持ち
や行動を自律的
に調整し，学校
生活を楽しくし
ていこうとす
る。 
 

⑤
社
会
生
活
と
の
関
わ
り 

 
家族を大切にしようとする気持ちをも

つとともに，地域の身近な人と触れ合う中
で，人との様々な関わり方に気付き，相手
の気持ちを考えて関わり，自分が役に立つ
喜びを感じ，地域に親しみをもつようにな
る。また，園内外の様々な環境に関わる中
で，遊びや生活に必要な情報を取り入れ，
情報に基づき判断したり，情報を伝え合っ
たり，活用したりするなど，情報を役立て
ながら活動するようになるとともに，公共
の施設を大切に利用するなどして，社会と
のつながりなどを意識するようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
幼児の関心に応じて，

絵本や図鑑，写真，新聞や
インターネットで検索し
た情報，地域の掲示板か
ら得られた情報などを，
遊びに取り入れやすいよ
うに環境に取り入れるな
どの工夫をし，情報との
出会いをつくる。 
   
・情報を集める方法や集
めた情報の活用の仕方，
そのことを周囲に伝える
方法などがあることに気
付くことができるように
し，幼児が楽しみながら
体験できるようにする。 

 
・相手の状況や
気持ちを考えな
がらいろいろな
人と関わること
を楽しんだり，
関心のあること
についての情報
に気付いて積極
的に取り入れた
りする。 
 
 
・地域への親し
みや地域の中で
の学びの場を広
げていく。 

⑥
思
考
力
の
芽
生
え 

 
身近な事象に積極的に関わる中で，物の

性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付い
たりし，考えたり，予想したり，工夫した
りするなど，多様な関わりを楽しむように
なる。また，友達の様々な考えに触れる中
で，自分と異なる考えがあることに気付
き，自ら判断したり，考え直したりするな
ど，新しい考えを生み出す喜びを味わいな
がら，自分の考えをよりよいものにするよ
うになる。 
 

 
・環境の中にあるそれぞ
れの物の特性を生かしつ
つ，好奇心や探究心を引
き出すことができるよう
な状況をつくるととも
に，それぞれの幼児の考
えを受け止め，そのこと
を言葉にして幼児たちに
伝えながら，更なる考え
を引き出す。 
 
・幼児が意見や考えの違
いに気付き，物事をいろ
いろな面から考え，その
よさを感じられるように
する。 
 
 
 

 
・小学校生活で
出会う新しい環
境や教科等の学
習に興味や関心
をもって主体的
に関わる。 
 
・探究心をもっ
て考えたり試し
たりしながら，
主体的に問題を
解決する。 

順番を守ってなわ
とび遊びが楽しくな
るようにしよう。 

いろいろな材料を
使って，カメラを作っ
たよ。 
いろいろな物を撮
るぞ。 

わたしたち
の幼稚園の周
りには，いろい
ろな人がいて，
いろいろなお
店もあるんだ
ね。 

そのとき，○○さん
は，どんな気持ちに
なったのかな。 
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⑦
自
然
と
の
関
わ
り
・
生
命
尊
重 

 
自然に触れて感動する体験を通して，自

然の変化などを感じ取り，好奇心や探究心
をもって考え言葉などで表現しながら，身
近な事象への関心が高まるとともに，自然
への愛情や畏敬の念をもつようになる。ま
た，身近な動植物に心を動かされる中で，
生命の不思議さや尊さに気付き，身近な動
植物への接し方を考え，命あるものとして
いたわり，大切にする気持ちをもって関わ
るようになる。 
 

 
・園内外の自然の状況を
把握して積極的に取り入
れる。 
 
・幼児が好奇心や探究心
をもって見たり触れたり
する姿を見守り，ときに
は，幼児の体験している
ことや気付いたことを教
師が言葉にして伝える。 
 
・飼育や栽培を通して単
に世話をすることを教え
るだけでなく，動植物へ
の親しみや愛着といった
命あるものをいたわり大
切にする言動を称賛す
る。 
 
幼児と一緒に調べた

り，幼児たちの考えを実
際にやってみたり，そこ
で分かったことや適切な
関わり方を，学級の友達
に伝えたりする機会をつ
くる。 

 
・自然の事物や
現象について関
心をもって関わ
るとともに，そ
の面白さや不思
議さに気付く。 
 
・実感を伴って
生命の大切さに
気付いたり，生
命あるものを大
切にし，生きる
ことのすばらし
さについて考え
たりする。 
 
 

⑧
数
量
や
図
形
，
標
識
や
文
字
な
ど
へ
の
関
心
・
感
覚 

 
遊びや生活の中で，数量や図形，標識や

文字などに親しむ体験を重ねたり，標識や
文字の役割に気付いたりし，自らの必要感
に基づきこれらを活用し，興味や関心，感
覚をもつようになる。 

 
一人一人の数量や図

形，標識や文字などとの
出会いや関心のもちよう
を把握し，それぞれの場
面での幼児の姿を捉え，
その活動の広がりや深ま
りに応じて数量や文字な
どに親しめるよう，工夫
しながら環境を整える。 
 
・一人一人の発達の実情
などに即して，関心がも
てるように丁寧に援助す
るとともに，数量や文字
などについて，単に正確
な知識を獲得することを
目的にするのではないこ
とに十分留意する。 

 
・小学校の学習
に関心をもって
取り組み，実感
を伴って理解す
る。 
 
 
・学んだことを
日常生活の中で
活用する。 

⑨
言
葉
に
よ
る
伝
え
合
い 

 
先生や友達と心を通わせる中で，絵本や

物語などに親しみながら，豊かな言葉や表
現を身に付け，経験したことや考えたこと
などを言葉で伝えたり，相手の話を注意し
て聞いたりし，言葉による伝え合いを楽し
むようになる。 
 

 
・伝えたくなるような体
験をすることや，遊びを
一緒に進めるために相手
の気持ちや行動を理解し
たいなどの必要性を感じ
るようにする。 
状況に応じて，言葉を

付け加えるなどして，幼
児同士の話が伝わり合う
ようにする。 
 
・絵本や物語の世界に浸
り込むことで，豊かな言
葉や表現に触れられるよ
うにしたり，教師自身が
豊かな表現を伝えるモデ
ルとしての役割を果たす
ことで，様々な言葉に出
会う機会をつくったりす
る。 
 
 

 
・友達と互いの
思いや考えを伝
え，受け止めた
り，認め合った
りしながら一緒
に活動する。 
 
・自分の伝えた
い目的や相手の
状況などに応じ
て言葉を選んで
伝えようとする。 

キャベツ畑でアオムシ
を見付けたよ。かわいい
な。育て方を調べてみよ
う。 

さっき取れたイ
モと大きさ，形が
全然違うな。 

来たお客さんに，
何を売っているか分
かるようにするため
に看板を作れば，た
くさんのお客さんが
来てくれるのではな
いかな。 

飛行機の作り方教
えて。 

いいよ。ま
ず は ， こ こ
を，こんなふ
うに折り曲
げるんだよ。 

これください。 

ありがとうございます。 
20円になります。 



- 23 - 
 

⑩
豊
か
な
感
性
と
表
現 

 
心を動かす出来事などに触れ感性を働

かせる中で，様々な素材の特徴や表現の仕
方などに気付き，感じたことや考えたこと
を自分で表現したり，友達同士で表現する
過程を楽しんだりし，表現する喜びを味わ
い，意欲をもつようになる。 
 

 
・一人一人の幼児が様々
に表現する楽しさを大切
にするとともに，多様な
素材や用具に触れながら
イメージやアイデアが生
まれるように，環境を整
える。 
 
 
 
・幼児同士で表現を工夫
しながら進める姿や，そ
れぞれの表現を友達と認
め合い，取り入れたり新
たな表現を考えたりする
ことを楽しむ姿を十分に
認め，更なる意欲につな
げる。 

 
・学習において
感性を働かせ，
表現することを
楽しむ。 
 
・自分の気持ち
や考えを一番適
切に表現する方
法を選ぶ。 
 
・臆することな
く自信をもって
表現する。 

 

 
（５）架け橋期のカリキュラムの作成 

架け橋期のカリキュラムの検討・開発についての例を以下に示してい
ます。 
なお，本ガイドラインで示す架け橋期のカリキュラ枠についても，一

例として示しています。各市町村や校区の実態に応じて，項目やレイア
ウトなどについては変更して使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

架け橋期のカリキュラム作成の手順 
① 「期待する子供像」を設定する。 
（市町村，校区において，どのような子供を育てたいのか話し合う。） 

② 特に関連のある「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を見いだ
す。（①の子供像と，特に関連のある「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」を明らかにする。） 

③ 活動や配慮事項等について共有する。 
（「期待する子供像」と「特に関連する幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」を意識しながら，「園所で展開されている活動や小学校
の生活科を中心とした単元構成」，「配慮事項」，「共通した取組」等
を共有する。） 

運動会で発表した
踊りをまたみんなでや
ろうよ。 
自分たちで動きを
作ってみるのも楽しそ
うだね。 

【参考文献】 

○ 幼稚園教育要領解説〈文部科学省，平成 30年３月〉 

○ 小学校学習指導要領解説生活編〈文部科学省，平成 29年７月〉 

○ 幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）〈文部科学省，令和４年 3月〉 

○ 幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引きの参考資料（初版）〈文部科学省〉 

○ 保幼小この育ちをつなぐ黄金っ子架け橋サポートガイド〈沖縄県教育庁義務教育課，令和５年１０月〉 

○ 育ちと学びをつなぐ～横浜版接続期カリキュラム～〈横浜市こども青少年局・横浜市教育委員会，平成３０年３月〉 

○ 「かけがわ型架け橋カリキュラム」作成に向けて～幼児教育を学校教育へつなぐ～〈掛川市教育委員会，令和５年３月〉 

材料に色を塗って
るうちに，自分の体に
も色を塗ってみたくな
ったんだ。自分をロボ
ットみたいにするぞ。 
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■□■□ 鹿児島県版 架け橋期のカリキュラム枠（作成例） ■□■□ 

 枠については，一例として示しています。各市町村や校区の実態に応じて，項目やレイアウトなど
については変更して使用してください。 


